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行ない，WG　I期間中と特別な現象が発生した時にはも

っと頻繁に行なうべきである．

　3）　I　Q　S　Y気象用・ケットゾンデ計画において用い

られる測器にっいてのすべての適切な情報はちたいなく

公表されるべきことは重要である．

　4）　・ケット観測によって気象要素の決定のために技

術が開発される場合にはその相互比較についての用意が

なされることが働告される．

　5）上層大気中の・ケット観測を行なうすべての国は

印刷形成で，観測した気象情報を出版することを要請さ

れる．

　以上の内容であるが，I　Q　S　Yには多くの国が気象・

ケットゾソデ打ち上げ計画或はその希望を持っている．

列挙すると，アフガニスタン・オーストラリァ・フラソ

ス・イソド・イタリー・日本・パキスタγ・南アフリカ・

英国・米国・ソ連等が現在計画を持ち，その他の国でも

参加の加能性がある．これらの計画の多くは当然のこと

ながら，ひかえめな計画に始まり，観測地点の数又はそ

の観測頻度を除々に拡大していくことは明らかである．

日本の計画もその意味から着実に発展していくものであ

る．我が国は丁度，高緯度における冬季の非常に傾圧性

の強い地域と成層圏における気象要素の2年周期を持っ

低緯度の中間に位置しているという観点から，将来の観

測所の選定・観測頻度の決定等に考慮が払われるであろ

う．

　I　Q　S　Yに使用される測器の紹介は又別の機会にゆず

り，その計画についてだけ簡単に紹介した次第です．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関口理郎）
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